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ごあいさつ

皆さまには、日頃より当機構の活動に格別のご高配をたまわり、厚く御礼申し上げます。

今年は、学校図書館法が施行されて７０周年となります。日本では公立私立を問わず、学校

に図書館があるのは当たり前ですが、そのような状態を作り出すのに学校図書館法が大きな力に

なったことはあまり知られていません。学校図書館に特化した法律は、当時、世界で初めてでした。

ただ、学校図書館が真に機能するのに必要なのは専門の教職員です。

フランスでは日本の司書教諭に当たる「ドキュマンタリスト」を制度化しています。フランスは、日本と
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文字・活字文化推進機構 理事長 山口寿一

アメリカでは、専門職員を「スクール・ライブラリアン」と呼んで、州の法律で資格や免許を定めています。スクール・ライブラリ

アンは、ライブラリアンの知見と教員の知見の両方を兼ね備える存在のようです。

日本は、学校図書館という設備については先進的な法律を作ったものの、専門の教職員、特に学校司書の配置や地位

の改善は十分ではなかったと言わざるを得ません。短期雇用、低い賃金など劣悪な状態にある学校司書の待遇改善は急

務と言えます。

学校図書館に関しては、整備計画の財源が使途を限定されない地方交付税であり、予算を十分に使わない自治体が

少なくないこと、古くなった本を新しい本に入れ替える更新が進んでいない学校図書館が各地にあること、バリアフリー化を推

進する必要のあることなど、ほかにも課題があります。

７０周年という節目の年に、多くの先人の努力に感謝するとともに、今後何を実現するか、未来へ向けた政策の推進に

力を入れるべきと考えております。

また、来年度は、小学５年から中学３年の英語にデジタル教科書が先行導入され、ＩＣＴ教育が本格化します。当

機構が「活字の学びを考える懇談会」に参加した有識者の意見を冊子『いま、なぜ「紙」の教科書なのか』にまとめ、問題提

起をしたところへ、チャットＧＰＴが登場してきました。

紙の教科書とデジタル教科書のベストミックスが見極められていない状況に現れた生成ＡＩと学校教育の関係をどう考え

るか。「活字の学びを考える懇談会」委員である東京大学大学院教授の酒井邦嘉さん（言語脳科学）と、ノンフィクション

作家の柳田邦男さんの特別対談を行いました。現在、動画を無料公開中です。

当機構は昨年、小学生のビブリオバトルを初めて実施したのに続き、今年も全国３か所で小学生ビブリオバトルワーク

ショップを開催します。山根基世さんの朗読指導者養成講座、日本郵便株式会社の協賛を得た「絵本と一緒に！お手紙

あそび」の動画配信など、さまざまな読書推進・人材育成活動を行っています。

今後も文字・活字文化の振興に力を注いで参りますので、皆さまのご支援ご協力をお願い申し上げます。

第15号

ほぼ同じ約２０年前に総合的な学習を導入しました。その担い手としてドキュマンタリストを重視しています。

【動画配信中】特別対談「生成ＡＩに対する『危機管理』とは―教育現場での活用の是非―」

「活字の学びを考える懇談会」委員である酒井邦嘉さん（東京大学大学院教授、言語脳科学者）
と柳田邦男さん（ノンフィクション作家）のお二人の特別対談を行いました。

◀ 当機構YouTubeチャンネルからご視聴いただけます。 https://youtu.be/pI-tyNy9QIM



私たちは 持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

【開催報告・予定】小学生ビブリオバトル・ワークショップ

本の面白さや、読んで感じたことを発表しあう書評ゲーム「ビブリオバトル」。 7月は有明、8月は京都で「小学

ビブリオバトル・ワークショップ」を開催しました（主催：文字・活字文化推進機構）。

◆有明会場

有明ガーデンにて「かいけつゾロリ」シリーズを テーマに、ビブリオバトル・

ワークショップを行いました。そのほか、絵本専門士による絵本の読みき

かせ、 「かいけつゾロリ」を楽しむ小学校低学年向けイベント、大学生バ

トラーの本格ビブビオバトルの披露、作者・原ゆたかさんによるトーク

ショー、かいけつゾロリと会えるグリーティング、かいけつゾロリ読み放題コー

ナーや書籍・グッズ販売のコーナーなどもあり、大盛況。本と親しみながら

楽しめる企画があり、会場内はのべ1,000名もの

大勢の人で埋め尽くされました。

小学校低学年対象コーナー参加者と原さん
◆京都会場

8月2日に京都BAL内の丸善京都本店にて、ふせんを使ったビブリオバ

トル・ワークショップを行いました。オススメ本のキーワードとなる単語をふせ

んに記入し、貼り変えながらスピーチする文章を考えていきました。最後

にはお互いに紹介したオススメ本を交換する姿も見られ、終始和やかな

雰囲気の中、開催出来ました。関西方面では初となるワークショップでし

たが、見学者も多数見られ、関心の高さがうかがえました。

◆多摩会場

10月28日(土)多摩市立中央図書館にて開催予定です。

小学生ビブリオバトルワークショップでのおすすめ本

◆有明会場オススメ本

👑『かいけつゾロリ つかまる』

『かいけつゾロリのはちゃめちゃテレビ局』

『かいけつゾロリのじごくりょこう』

『かいけつゾロリのようかい大うんどうかい』

すべて 原ゆたか（ポプラ社）

◆京都会場オススメ本

👑『成瀬は天下を取りにいく』 宮島未奈(新潮社)

『ＡＩ崩壊』 浜口倫太郎（講談社文庫）

『コウペンちゃんのショートストーリーズ

あしたもはなまる（5分後の隣のシリーズ）』
るるてあ（学研プラス）

ふせんを使ったワークショップの様子

絵本専門士による読みきかせコーナー

https://bit.ly/3DJ3IYj

◀京都会場の詳細はこちら

バトルにチャレンジする参加者

https://bit.ly/3OJAkYa

有明会場の詳細はこちら▶



【開催報告】学校図書館法公布70周年記念事業

学校図書館法公布から70年目の本年、当機構も参加している学校図書館法公布70周年記念事業運

営委員会は、学校図書館の充実や学校司書の社会的地位向上を目指し、有識者によるアピール「私たち

は学校図書館を応援しています」の発表や、シンポジウム「学校司書の社会的地位の向上をめざして」の開

催、記念式典など、様々な活動を行っております。今後も本委員会では、息の長い活動を続けて参ります。

2020年12月に発行した「読書のバリアフリーQ＆A」を、この度増刷いたしました。

本パンフレットでは、「読書のバリアとは？」「読書に困難のある人とは？」など、本と多様

な立場の読者をつなぐために知っておきたい様々なことを分かりやすく解説するとともに、

主なバリアフリー図書も写真で紹介しています。

発行以来、図書館及び司書等の研修会、各地の読書バリアフリーイベント等でご活用

いただいております。ご入用の際は、お気軽にご請求ください。

https://youtu.be/GmmJW-t5bVo

ご視聴はこちら▶

【ご案内】「読書のバリアフリーQ＆A」増刷のお知らせ

◆シンポジウム「学校司書の社会的地位の向上をめざして」

5月27日に西巣鴨の大正大学にて、学校司書の待遇改善を目指すシンポ

ジウムを開催いたしました。イベントの模様を収録したアーカイブ動画が、大

正大学のYouTubeチャンネルで公開中。QRコードよりご覧ください。

◆学校図書館法公布70周年記念式典

70年前の学校図書館法公布と同日の8月8日、城西国際大学で記念式典を開催しまし

た。運営委員会代表の山口・当機構理事長の主催者挨拶に続き、来賓の文部科学副

大臣の簗和夫さん、学校図書館議員連盟会長の塩谷立さん、城西国際大学長の杉林

堅次さんに祝辞をいただき、同議連報告や学校図書館改革の指針が示されました。

続いて学校図書館の役割の豊かさや魅力を広く伝える「学校図書館標語」の入選作の表

彰式が行われ、選考委員で詩人の谷川俊太郎さんの講評も代読されました。

https://bit.ly/3rYRKXV

ウェブ（PDF）版はこちら▶

片山元総務大臣の基調講演

記念講演では、東京大学大学院教授・酒井邦嘉さんに「対話型AI“チャットGPT” 時代の学校図書館のあり方

を考える」というテーマで、学校図書館での読書体験がいかに重要であるか、 AIの普及による思考力低下への警

鐘とともに、言語脳科学の観点から語っていただきました。最後にはアピールの採択を行い、参加者のみなさまと力

をあわせて学校図書館の拡充及び学校司書の地位向上に向けて活動を続けていく決意を新たにしました。

「未来に広がる学校図書館」標語

【入選】 「きのうの自分と あしたの自分を 今日変える 学校図書館」（加古真優奈・高2）
【次点】 「過去を知り 今を学んで 未来を読む 学校図書館」（今北葵・主婦）

「本をひらけば 未来がひらく ここはわたしの学校図書館」（賀来晴美・主婦）

式典では記念誌を配付しました

詳細はこちら▶
https://bit.ly/3Qqt0Su



◆維持会員 （企業）
ＡＤＫマーケティング・
ソリューションズ
旭化成
朝日広告社
潮出版社
ＮＨＫ出版
王子製紙
大塚商会
ＫＡＤＯＫＡＷＡ
キヤノン
くもん出版
講談社
サカタインクス
集英社
小学館

新潮社
聖教新聞社
損害保険ジャパン
大王製紙
大広
第三文明社
大日本印刷
ダイヤモンド社
ＤＩＣ
中越パルプ工業
電通
東京機械製作所
東洋経済新報社
凸版印刷
ナガセ

日本製紙
日本BS放送
日本郵便
日本図書普及
博報堂
博報堂ＤＹメディア
パートナーズ
富士通
文藝春秋

ポケモン
ポプラ社
マガジンハウス
三井住友銀行
三菱重工機械システム

光村印刷
森ビル
読売広告社
読売新聞東京本社
リソー教育

◆維持会員 （学校・財団・社団法人、他）
家の光協会
教科書協会
出版文化産業振興財団
樟蔭学園大阪樟蔭女子大学
読書推進運動協議会
日本医師会
日本印刷産業連合会
日本教職員組合

日本雑誌協会
日本歯科医師会
日本児童図書出版協会
日本書籍出版協会
日本新聞協会
日本製紙連合会
日本専門新聞協会
日本薬剤師会

公益財団法人 文字・活字文化推進機構

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町2-2-30 共同ビル神保町4F
TEL 03-3511-7305 FAX 03-5211-7285 MAIL office@mojikatsuji.or.jp

https://www.mojikatsuji.or.jp/

【ご案内】維持会員募集

文字・活字文化推進機構では、現在、活字文化やメセナ、社会貢献にご理解のある企業や団体、個人の入
会を随時募集しております。詳しくは当機構ホームページをご覧ください。

◆年間会費
・個人：1口1万円
・法人・団体：1口30万円
（何口でも結構です）

◆入会特典
・講演会・各種イベントのご案内
・会報・情報誌のご送付
・機構事業での各種優待等

公益財団法人 文字・活字文化推進機構 維持会員（五十音順・敬称略）

◆維持会員（個人）※氏名の公開に同意いただいている方のみ

小林 美智子
坂本貴子

谷口 泰三
林 明夫

詳細はこちら ▶
https://bit.ly/3uu9qJ0

（8月9日現在）

ご支援ありがとうございます。

新興出版社啓林館 文研出版


